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川
本
公
民
館
の
建
設
地
を
決
定
す
る

た
め
に
業
者
の
調
査
が
必
要
な
理
由
は
。

　
　

水
防
法
の
改
正
に
よ
り
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
が
変
更
に
な
り
、
候
補
地
の
安

全
性
の
評
価
が
変
わ
っ
た
た
め
専
門
的
な

調
査
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
　

２
・
５
ｍ
高
い
位
置
に
あ
り
荒
川
か

ら
の
距
離
が
２
５
０
ｍ
遠
く
に
あ
る
総
合

支
所
の
方
が
明
ら
か
に
安
全
で
あ
る
。
市

は
川
本
地
区
の
消
防
団
長
全
員
、
自
治
会

長
の
９
割
が
支
持
し
て
い
る
総
合
支
所
を

候
補
地
と
し
て
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

一
度
正
式
に
決
ま
っ
た
場
所
を
変
更

す
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
外
部
機
関
に
調
査
を
委
託
し
た
。

　
　

調
査
に
時
間
を
か
け
、
結
果
の
公
表

を
３
月
に
し
た
の
は
、
市
長
選
挙
前
に
結

論
を
出
す
と
二
つ
の
対
立
す
る
候
補
地
の

支
持
者
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
敵
に
回
し
て

し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　

調
査
を
依
頼
し
結
論
を
出
す
の
は
教

育
委
員
会
で
あ
り
、
市
長
選
挙
と
は
全
く

関
係
な
い
。

̶

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
安
全
対
策
は̶

　
　

原
郷
上
野
台
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
集

中
豪
雨
時
の
安
全
対
策
は
十
分
か
。

　
　

１
時
間
に
１
５
０
ミ
リ
の
雨
量
ま
で

対
応
で
き
る
水
中
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
。

通
行
止
め
の
時
は
、
セ
ン
サ
ー
付
き
の
自

動
遮
断
機
で
対
応
し
、
電
光
掲
示
板
に
よ

る
注
意
喚
起
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

　
　

安
全
性
の
リ
ス
ク
を
冒
し
、
多
額
の

建
設
費
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
を
か
け
て

建
設
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　

安
全
は
確
保
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

Q
調
査
に
時
間
を
か
け
る
の
は
選
挙
対
策
で
は
な
い
か

A
市
長
選
挙
と
は
全
く
関
係
な
い

　
　

部
活
動
の
意
味
と
位
置
づ
け
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　

部
活
動
は
現
行
の
中
学
校
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
、
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
教
育
課
程
と
の
関
連
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
　

顧
問
の
立
場
や
考
え
方
は
。

　
　

本
市
に
お
い
て
は
中
学
校
す
べ
て
の

教
員
が
顧
問
と
な
り
必
ず
複
数
の
教
員
が

顧
問
を
務
め
、
生
徒
た
ち
と
向
き
合
い
な

が
ら
指
導
し
て
い
る
。

　
　

近
年
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少

に
伴
い
部
活
に
よ
っ
て
は
一
校
で
は
維
持

で
き
な
い
学
校
も
あ
る
が
対
策
は
考
え
て

い
る
か
。

　
　

そ
の
部
を
指
導
で
き
る
顧
問
の
確
保

や
、
単
独
チ
ー
ム
に
よ
る
大
会
参
加
が
困

難
な
学
校
に
お
い
て
は
、
合
同
チ
ー
ム
で

出
場
す
る
な
ど
子
供
た
ち
の
願
い
に
応
え

る
部
活
の
充
実
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

̶

陸
上
競
技
場
に
つ
い
て̶

　
　

市
民
が
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
競
技

場
に
で
き
な
い
か
。

　
　

利
用
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、
有
料

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
競
技
場
を
開
放
し

自
由
な
利
用
は
難
し
い
。
利
用
促
進
を
図

る
た
め
の
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　

ト
ラ
ッ
ク
を
全
天
候
型
に
改
良
で
き

な
い
か
。

　
　

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
の

で
改
修
の
予
定
は
な
い
が
、
大
規
模
改
修

を
行
う
際
は
、
検
討
材
料
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。

Q
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

A
大
変
重
要
な
教
育
活
動
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
全
国
に

（
55
自
治
体
）
広
が
っ
て
い
る
。「
未
来
を

支
え
る
子
供
た
ち
を
市
民
全
体
で
育
て
る
」

た
め
に
も
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
軽
減

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

学
校
給
食
事
業
は
年
間
約
10
億
５
千

万
円
、
学
校
給
食
法
で
運
営
費
は
市
の
負

担
で
、
食
材
費
は
保
護
者
の
負
担
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
援
助
が
必
要
な
家
庭
に
は

就
学
援
助
制
度
を
案
内
し
て
い
る
。

̶

新
法
で
市
の
同
和
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
る
の
か̶

　
　

深
谷
市
は
す
で
に
同
和
行
政
を
廃
止

し
た
が
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
で
そ
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
は
平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ

た
。
国
か
ら
こ
の
法
律
に
つ
い
て
具
体
的

な
通
知
が
な
い
。「
深
谷
市
に
お
け
る
今

後
の
同
和
対
策
事
業
の
基
本
方
針
」
及
び

人
権
施
策
の
方
向
性
を
転
換
す
る
趣
旨
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
同
和
問

題
に
つ
い
て
は
、
人
権
課
題
の
一
つ
と
し

て
人
権
教
育
及
び
啓
発
を
推
進
す
る
。

̶

自
主
防
災
会
は

　
　
　
　
　

１
４
０
組
織
、
73
％̶

　
　

市
の
防
災
計
画
で
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
を

構
築
し
て
災
害
に
強
い
ま
ち
深
谷
を
つ
く

る
と
し
て
い
る
。
自
主
防
災
会
の
結
成
は
。

　
　

２
０
１
自
治
会
中
１
４
０
自
治
会
で

結
成
、
73
％
。
全
自
治
会
に
つ
く
る
。

　
　

災
害
の
予
防
、
減
災
の
防
災
訓
練
は
。

　
　

初
期
消
火
、
救
出
救
護
、
炊
き
出
し
、

避
難
訓
練
や
防
災
講
座
な
ど
59
回
で
あ
る
。

　
　

地
区
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。

　
　

防
災
講
座
な
ど
で
作
成
を
支
援
す
る
。
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こ

Q
子
育
て
支
援
の
た
め
に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
軽
減
を

A
食
材
費
約
６
億
１
千
万
円
は
、
保
護
者
の
負
担
で

　
　

学
童
保
育
室
を
全
小
学
校
に
整
備
す

る
方
向
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　

平
成
28
年
度
末
ま
で
に
、
全
小
学
校

へ
施
設
整
備
を
完
了
で
き
た
。
今
後
は
、

希
望
者
に
対
す
る
保
育
室
の
不
足
や
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

い
ま
だ
施
設
が
不
足
傾
向
に
あ
る
上
、

児
童
一
人
当
た
り
の
面
積
基
準
や
一
支
援

単
位
（
40
人
以
下)

の
定
員
に
つ
い
て
、

条
例
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
施
設
が

あ
る
よ
う
に
聞
く
。
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
施
設
の
現
状
は
。

　
　

平
成
29
年
４
月
現
在
、
公
立
学
童
24

施
設
中
、面
積
基
準
に
つ
い
て
は
、17
施
設
、

一
支
援
単
位
の
定
員
は
８
施
設
が
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
。
面
積
基
準
に
つ
い
て

は
、
条
例
で
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て

お
り
、
平
成
32
年
４
月
１
日
ま
で
に
遵
守

の
方
向
で
施
設
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

確
保
の
見
込
み
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

全
て
の
小
学
校
区
の
入
室
児
童
数
が

予
想
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

の
推
移
で
い
く
と
施
設
の
不
足
は
解
消
さ

れ
な
い
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

深
谷
市
総
合
教
育
会
議
で
「
今
後
の
学
童

保
育
室
の
建
設
等
に
つ
い
て
は
、
教
育
施

設
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、

既
存
の
施
設
で
対
応
で
き
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
新
た
な
施
設
整
備
を
検
討
す
る
」

こ
と
と
協
議
・
調
整
さ
れ
た
。
入
室
児
童

の
状
況
に
よ
り
、
教
育
部
と
連
携
し
弾
力

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

縦
割
り
行
政
の
弊
害
な
く
実
行
で
き

る
の
か
。

　
　

市
全
体
で
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Q
学
童
保
育
の
施
設
整
備
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
か

A
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
、
今
後
も
努
め
て
い
く
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